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浜田市国分町赤鼻地域の中新世貝化石群集

都 功
田 俊 之＊

　Middle　Miocene　Mollllscan　Assemblages

from　the　Akabana，Kokubu．cho，Hamada　City．

Toshiyllki　TsuRu＊

ま　え　が　き

赤鼻

　島根県浜田市国分町の畳ケ浦海岸において多産する

貝化石の研究は，古くから行われており（園山，1922・

1927，大塚，1936・1937，寺脇，1976MS），最近にな
　　　　　　あカもはヨな
って隣接する赤鼻地域から，Mωgッρ訂ηαが発見された

（大久保，1980）．筆者は，1981年度の島根大学地質学

教室の卒業論文のフィールドとして，従来あまり研究

されていなかった赤鼻地域を主題として，広く唐鐘層

の生層序学的研究を進めてきた．

　その結果，化石群集についていえば，次のことが判

明した．（1）一般に唐鐘層の具化石群集といわれて

いるものと赤鼻地域のそれとでは，同層準であるにも

かかわらず，化石内容に質的・量的に差異が認められ

る．（2）両者は，連続した化石層ではなく，その中

間に無化石ないし貧化石部分が介在する．（3）赤鼻

地域の化石群集は，南に向かって漸滅し，消滅する．

本稿では，これらの3点について報告しておきたい．

　なお，本稿を進めるに当り，御指導・御教示下さっ

た本教室の大久保雅弘先生・高安克己先生および原稿

に目を通して下さった島田豆郎先生には，厚くお礼申

し上げます．

地　質　概　説

　赤鼻地域に分布する中新統を唐鐘層とよび，これを

畳ケ浦部層と姉ケ浜部層とに区分できる（大久保・都

留，1981）．その岩相と分布は，第1図に示す通りで

ある．比較的化石を多産する赤鼻先端部および西側海

岸では，下位より，下部礫岩（層厚約1．5～3m），帯

灰色含ノジュール中粒砂岩（層厚約8m），含化石中
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　　　　　第1図，赤鼻地域地質図

1：沖積層2：断層，3－7：畳ケ浦部層（3：
上部礫岩層，4：上部砂岩層，5：中礫礫岩層，

6：下部砂岩層，7：下部礫岩層），8：姉ケ浜部
属

礫礫岩（層厚約0．5～1m），細円礫まじりの帯黄色中

粒砂岩（層厚約8～15m）および上部礫岩（層厚約1

m）よりなる．このうち，下部礫岩層は，赤鼻地域を

とりまく良好な鍵層として追跡される（第1図）．本

稿の主題である赤鼻化石層は，主として，上記の含化

石中礫礫岩層中に含まれるものである．この礫岩層は，
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安山岩質ないし流紋岩質の中円礫よ1）なり，基質部は

石英質の極粗粒砂岩よりなる．化石は基質部より見ら

れるが，詳しいことは後述する．また，この礫岩層の

水平分布は，第3図の第1地点より第16地点まで追跡

することができる．

　姉ケ浜部層については，本稿に直接関係ないので省

略する．

化石の産状一水平・垂直分布

　MJo8ッpsJηαと軟体動物化石の水平分布は，第3図

の第14地点が両者の東限であり，南限は前者が第12

地点，後者が第13地点一第15地点間である。若干，

碗09塑s∫ηαの方がその水平分布は北よりのようにみ

える（第2図）が，両者ともに第13地点付近が多産す

る南限であり，これより南方では化石層は，化石床型

に寸断される．

　次に，M∫ogッp伽αおよび軟体動物化石の垂直分布

は，前者が礫岩直上より含化石中礫礫岩直下に限られ

るのに対して，後者は含化石中礫礫岩中に集中する

が，その上下層にもまれに産出する（第2図）．以下，

Miogypsinaと軟体動物化石の各々の産状について述べ

る．

　〔Mゴ・8ッps加〕、

　水平分布は，赤鼻先端より東側海岸に約125m，西

側海岸に約230mである．産状は大きく分けて，ノジ

ュール内密集型，葉理状密集型，散在型の3つに分け

ることができる。M108柳si㎎は，主に下部礫岩層の

上限から帯灰色含ノジュール中粒砂岩にかけて，厚

さ2mの間に密集多産し，葉理状密集型を示す．第

11地点において，それが最も顕著にみられ，約6層の

Mガog塑S加α帯か観察され，上部の砂岩中にはMio8塑5ガηα

を核とするノジュールが散在する．

　〔軟体動物化石〕、

　水平分布は，Mどog塑s加αとほぼ同様である。主に赤

鼻西海岸の海抜約10m付近に分布する中礫礫岩中より，

GZッ。ッme7’s，Sol読co76鋤Zα，、Oeηオα1∫％飢などを多産す

る．礫間基質を埋めるような状態で化石層を形成して

いるが，全体を見渡すと化石のある部分とない部分と

が水平的に断続しており，化石床を呈している．そし

て，南方に向かって漸減し，消滅する．

　化石は，破損の程度が大であり，特にG砂。ツ伽eγお，

Me7eオγ㍑などの比較的大型の二枚貝ほどその傾向が

顕著であり，殼表彫刻も摩耗しているものが多い．そ

の反面，SoZ∫読co狛％Zα，Tθcオ。ηαオ∫cαなどの比較的

小型の二枚貝・巻貝は，変形はしているものの保存の

程度は良好である。Sol読co7加Zαは合殼のものが7
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　　　　　　　　　　　第2図模式断面図
1：下部礫岩，2：M∫08塑s加α，3：化石層（中礫礫岩）4：板状ノジュール，5

薄炭層，6：上部礫岩，7：貝化石の印象，8：生痕化石
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割以上を占める．また，まれにP撹giliηαsα2αηα加の

ような大型巻貝もほぼ完全個体で産出する．赤鼻先端

部の第10地点では，中礫礫岩直上に偏平大型石灰質ノ

ジュール列がみられ，z4部γッ。砂pe俗，Bα1αη％sなどを

多産する．中礫礫岩の上位あるいは下位の砂岩中では，

化石は絶対量が極端に減り，印象のみ残す散在型を示

す（第2図）．また，砂岩の粗粒部には，“試験管状、

のサンドパイプが多くみられ，まれに鳶鮮麗？などの

の歯も産出する．

貝化石群集

第3図のように，第1地点から第8地点および第13
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レイ化石分布域

第3図化石産出地点図

（切

地点は，化石床型を示す一連の化石層である．各地点

において，筆者は1m2内にみられる化石群集組成を調

べた．その結果が第4図に示す化石群集頻度図である．

ただし，第4図は1％以上の資料を対象としたもので

あり，かつ二枚貝の片殻は％個として計算したもので

ある．以下第4図に従って若干の説明を加える．

　〔第1地点および第2地点〕、

　主な群集構成は，Glッcy観ε幅S，Sol∫読COめ％1α，

1）eη～α11％観であり，第2地点ではBalanusの割合が高

い．全般的にGlッ。脚e71s－Sol∫d1c併ゐ初1α一Pε蜆α1∫初m

群集ということができる。これらの地点では，他の地

点と較べてWCα蟹cllαの産出が多いことが特徴的であ

る．

　〔第3士也、点1〕、

　本地点は，化石の絶対量が少ない地点である．主な

群集構成は，Glッ。脚eγ∫s，Sol∫4’co76％1α，1）e蜆α1∫％常，

Tec孟。ηα孟∫cα，Balanusであり，G砂。ッmeγお，1）ε財α1施椛

の比率が減り，　Tecオ。ηαオ∫cα，Balanusがこれに置き

替わったような群集を示す．

　　〔第4地点〕、

　圧倒的にGZッ。即εγ∫s－Sol∫d∫co必鋤1α一Pe蜆α1如m群

集の優占地点である．

　　〔第5地点および第6地点〕、

　化石の絶対量が極端に少ない地域で，第5地点では

相対的に05オTeα，1）e鋭αZ彪m，Balanusが豊富であり，

第6地点では，Z）eη観∫％椛に替わってBalanusの割合

が高いのが特徴的である．

　　〔第7地点〕、

　本地点は，通称大釜と呼ばれており，Pε財α1∫襯に

替わってBalanusの割合が高く，G砂。遡ε7∫s－SoZぎ一

dぎco76％1α一Balanus群集ということができる。Coη麗，

L槻ellαなどの小型巻具の多いことが特徴的である．

まれにP脱9漉παなどの大型巻貝も産出する．

　　〔第8地点〕、

　主な群集構成は，GZycツmeγ∫s，Osオγeα，S・Z∫d∫coめ一

％1α，Balanusであり，G砂cy㎜eγ∫s－SoZ∫d∫co7δ認α一

Balanus群集ということができる．

　以上の貝化石群集をまとめると，全体としてGlッ。即

＿Sol繭co拍α1α一peηオα1砲観（あるいはBalanus）群集

とされ，第5地点付近を境にして，以南では1）eηオα伽皿

に替わってBalanusの割合が高くなってくるようであ

る．

　全体を通して，筆者が赤鼻地域で同定した化石には，

次のようなものがある．

Balanus　sp．，ノ4sオ矧clツPε銘s飢αη短∫（NISHIYAMA），

1V∫cα瑠ellαηoオoeηsぎs（MASUDA），L観ellαん解odα∫

（IToIGAwA），Coη％5伽6e7c％lo％s（ToMLIN），ノV厩∫cα

（Tecオ・ηαオぎ。α）加9α働απα（NOMuRAetHATAI），瓦

（T）e20αηα（KANNO　et　MATSUNO），瓦　（T）1α一
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？πhos孟。η乙oides　（KURODA　et　　HABE），　Pμ9∫1顔α

（He7ηガ秘s祝s）sα2αηα7ηi（KANEHARA），　“Eγ05α7∫α鴨

sp．，Bαfi11α7iα飢i2槻α加eηsis（IToIGAwA），Sθψ

認oγ6∫s　cfr．∫9η6γぎ。α施s（DUNKER），　ノVo（1琵θ7e6γα

sp．，Me剛γiκα7郡9αi（OTuKA），Bαγ6αオiαsp．，

Soliφco7加1α，11sα孟α1e7～sis（OTuKA），Glッcy観e7∫s

cfr．cissh祝eηsどs（MAKIYAMA），Po曲加（Phαcos一

・観α）η・観％γα∫（OTUKA），Os漉α鋤，Pe漁1ゴ％観sp．

ま と　　め

　以上のように，本地域の貝化石群集はOlyc遡副5－

S・1∫d∫c・ぬ1α一1）e漁Zぎ％m（あるいはBalanus）群集と

いうことができ，南へ行くにつれてBalanusの割合が

多くなる（第4図：第5地点から第8地点）．化石層は，

赤鼻岬の西側海岸約230m，東側海岸約125mで化

石床型に消滅する。M∫09卯s伽もほぼこれと同様

である．また，本化石群集には，その他の判別不能の

貝化石の割合が相当量あることも確かである（第4図）．

岡本（1981）によると本地域の貝化石群集は，（｝1ッ。即e715

Dos醸α群集とされている．

　群集の産状は，Sol∫dico76％1αがその7割以上が合

殼で，他の二枚貝が全て片殼であることより，前者は

よ～）自生的で後者はより異地的と考えられる．運搬作

用による移動は少ないものと思われる．また，群集構

成より暖海内湾型の潮間帯の環境が推定されるが，厚

殻のP祝8∫々ηα，“E70sα7どα”，Balanusなどの波浪高く，

水流の強い浅海上部の外洋型環境を示す要素があるこ

とから，沿岸水域と外洋水域の混合群集が考えられる．

　P撹8〃∫ηα（He鵠ガ％sαs）sα2αηα7短（KANEHARA）に

ついては，KANEHARA（1937）においてMεloηgeηα

sα2αηα禰とされたものの異名であるが，その分布は，

印度一太平洋地域に限って産する暖海属であり，

Wc併塀と共産するとあるのは興味深い．

　また，本地域の南方に連絡する千畳敷で多産する，

丁解7∫オellα，Pθc孟e7zが貧化石部分を境にして，本地

域では産出せず，本地域で多産するS・1∫読co76祝1αが

千畳敷でほとんど産出しないなど，両者の化石群集の

組成に差異がみられる．
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　　　Explanation　of　plate

GZツcyme7∫s　cfr．cissh％eηs∫s〃AKIYAMA　×1　Right　valve

1）os∫毎α（Phαcoso？ηα）ηoη協7αぎOTuKA　×1　　Right　valve

／Vα琵。α（Tεc孟。ηα孟Jcα）e20αηαKANNO　et　MATsuNO×1

／Vα琵。α（Tec孟。πα琵。α）ブα配hos君。椛。躍es　KuRODA　et　HABE　×1

　　P徊8π∫ηα（Hε？ηガ駕5秘s）sα2αηαりη∫．KANEHARA　×1

　　ル1εγe彦ゐ，α働9α∫OTuKA　×1　　6a：Right　valve　6b：Internal　view

　　　　SoZ∫痂coγ伽Zαη∫sα護α∫eηsおOTuKA　×1　　7a：Left　valve　7b：Rjght　valve

　　　　7c：Internal　view

V∫cα矧eZZαcfr．∫shπαηαYOKOYAMA　×1

Coη％s加δe7c配。初s　ToMLIN　×1

ChJco7e％ssp．×1

Bαγゐα琵αsp．　×1　Left　valve
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